
地域政策学科

ＡＯは自分の熱意を伝えられるチャンス

人に惑わされない“自分づくり”が大切
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個人面接では、志望動機や地域政策学を学ぶ意欲、個人アピールなどを質問しました。面接時間は約20分間
でした。

グループディスカッションは、受験者を小グループに分け、グループ毎に討論を行いました。設定された課題に
対する自分の考えを論理的に述べることや、他の受験生の意見などを聞いた上での意見のやり取りなど、多面
的に評価しました。

スクーリングは、本学科教員による地域政策に関する講義とその内容についての質疑応答を行いました。課題論
文は、スクーリングのテーマを踏まえた設問について出題しました。スクーリングの内容を理解し、自らの身近な
問題と結びつけて発想し、自分の考えを交えて論理的に課題に答えているか、それらを適切に表現できているか
という点などについて評価しました。なお、平成25年度入試のスクーリングのテーマは「誰もが安心して暮らせる
福祉のまちづくり」についてでした。

平成25年度AO入試がどのように行われたかについて、学部・学科の募集単位別にポイントや出題例を示したものです。平成26年度AO入試が下記のように行
われるということではありませんので、ご注意ください。なお、AO入試の過去問題は、平日9：00～17：00に入試課（鳥取キャンパス）で閲覧できます。

身寄りのないお年寄りをご近所みんなでお世話するような温かい地域で育った
私。「地域に貢献できる人になりたい」と進路を模索する中、自分が何を学ぶかが
一番見えたのが鳥大の地域政策でした。高3最初の個人懇談の時、地域に対する熱
い思いを担任の先生に話すと、「そこまでの考えを持っているなら」とＡＯ入試を勧
めてくれたんです。早速、受験の準備を開始。地域政策についての知識を増やすた
め、新聞やニュースを見て気になる言葉を短冊に列挙、「これとこれを組み合わせた
ら地域活性化につながるのでは」と考える時間を作りました。この方法は面接や課
題論文にも応用でき、すごく役立ちました。

面接は瞬間の勝負だから、やはり練習が大事。高校最後の文化祭の真っ最中も、
放課後に残って先生と特訓。おかげで自信が付きました。本番では、とにかく自分
を出し切ることに専念。最初は面接官の目線が厳しかったのですが、話すごとに表
情がにこやかになり、手応えを感じました。スクーリングはメモを取ってもＯＫ。次
の課題論文につながる講義なので、自分の中に「入れる」感覚で講義に集中。論文
は、いかに自分に置き換えて表現できるかがポイント。詰め込みすぎて軸がぶれな
いよう心がけました。ＡＯで大切なのは“自分づくり”。周りの意見に惑わされない意
志を持っていれば、何があっても怖くありません！

平成 25 年度 AO 入試第 2次選考 ＜選抜のポイント、面接・論文等の出題例等＞
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鳥取の澄んだ空気と街の優しい雰囲気が大好
き！ どこに行っても自然がたっぷりで、心のリフ
レッシュができるんです。顔を見かけたら必ず声
をかけてくれる人の温かさも心に染みますね。

鳥取のお気に入り街と人の“温かさ”にホッ

記述も論述も「まとめ方」がポイント

無理にこじつけず、素直な自己表現を

保育士と幼稚園教諭、両方の資格が取得できる大学を探していたところ、担任の
先生が鳥大の地域教育を見つけてくれました。しかもＡＯ入試があると知り、人と話
すのが得意な私は「自分の強みを生かせる」とチャンスを感じて受験を決意。でも、
文章を書くのは苦手で、入学志願票の作成には大苦戦。アピールしたいことを箇条
書きにして文章構成を決め、それに肉付けしていく形でなんとか完成させました。1
次面接の練習では、①質問に対して現状を語る、②自分の気持ちや体験を入れる、
③明るい未来につながるようにまとめる、の3段階を意識。先生のアドバイスで流れ
のよい発言ができるようになりました。

2次選考の口頭発表は小論文とリンク。自分の書いた文章を図で示し、プレゼン
するという方式。面白い図が書けなかった上、「なぜその矢印がそちらの方向を向い
ているのか分からない」と突っ込まれて焦りました。でも、私の考えを丁寧に説明。
無理なこじつけはダメですが、自分なりの意見をきちんと述べること、間違えたと
思ったときは素直に訂正する勇気が必要だと思います。グループディスカッションは
対策本を熟読。教育系の討論では言い合いは厳禁、テーマから逸れないように意見
を述べることがポイントですね。大学では講義や実習のほか、託児のアルバイト、少
年自然の家で指導員の補助をするなど、夢を叶えるためにスキルアップ中です！

地域学部 地域教育学科

グループディスカッションは受験者全員で行い、参考資料を読んだ上で、「子どもの生活のあり方」について自由
討論を行いました。個人面接は各自15分を目安に行いました。

小論文は120分。「子ども権利条約」の英文和訳課題を出題しました。また、それに関連するエッセイを読んで、
子どもの権利について多面的に論述する課題としました。
口頭発表は、小論文を踏まえて自己の考えを述べるとともに、質疑応答を行いました

平成25年度AO入試がどのように行われたかについて、学部・学科の募集単位別にポイントや出題例を示したものです。平成26年度AO入試が下記のように行
われるということではありませんので、ご注意ください。なお、AO入試の過去問題は、平日9：00～17：00に入試課（鳥取キャンパス）で閲覧できます。
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自らの地域の発展に貢献できるキーパーソンに成長するための、地域の諸問題への高い関心や行動力、あるい
は問題解決に取り組むユニークな発想力とリーダーシップなどが求められます。

全体を通して
求める力

地域教育のキーパーソンとしての確かな基礎学力が必要とされることは言うまでもありませんが、その上に，柔
軟で創造的な思考力、発言力のある人が望ましいと考えます。

全体を通して
求める力

小論文、
口頭発表
（１日目）

グループディスカッション、
個人面接
（２日目）

※第2次選考では、第1次選考の評価を加えることなく、第2次選考の評価結果のみを採用しました。提出書類は主に個人面接試験時において、
質疑応答を進める参考資料として用いました。

アドミッション・ポリシー

【趣旨】 多角的な視点から地域を考え、地域に暮らす人々の幸せと地域の発展に貢
献できる人間の育成を目標としています。このため、自ら学ぼうとする学習意欲を
持つ人を、様々な観点から総合的に評価するためＡＯ入試を実施します。

次のいずれかに該当する意欲ある人を求めます。

● 様々な視点から地域を考え、地域に暮らす人々の幸せと地域の発展に貢献し
たい人

● 地域の様々な資源を効果的に活用し、発展させるための提言ができるように
なりたい人

AO入試で求める人物像

募集人員（予定） : 6人

アドミッション・ポリシー

【趣旨】 学習科学、発達科学、家族支援、教育福祉に関する理論的で実践的な学習
を通じて、人間性に対する理解と信頼を培い、地域の教育問題の解決を図り、豊か
な生涯発達を支援する力量を備えた地域のキーパーソンの育成をめざしています。
このため、従来の学力試験による選抜方法と異なり、能力、適性、意欲、関心などを
多元的に総合評価するＡＯ入試を実施します。

次のいずれかに該当する意欲ある人を求めます。
● 教育、保育、心理、教育福祉に高い関心をもち、自ら積極的に学ぶ姿勢を有する人
● 地域教育学を学ぶに必要な基礎学力を備え、柔軟で創造性の豊かな思考ができる人
● 地域に住む人々の学習と発達、心身の自立に関わる仕事を強く望む人
● 大学での学習を通じて自己の価値観を築き上げようとする人

AO入試で求める人物像

募集人員（予定） : 4人
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